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日本から海外への留学生数の推移
（出典：我が国の留学生制度の概要（文部科学省））

○若者の内向き志向
・少子化による競争性の低下
・国内にいた方が安心・安全・
便利で居心地がよい
・海外を目指さなくてもとりあ
えず国内で食べていける
・親の過干渉、親の安定志向
・語学力への不安

○経済的な要因
・景気の低迷により留学資金が
捻出できない

主な要因

○大学側の要因
・就職に結びつくような魅力的
な留学プログラムが不足
（派遣留学枠はあるが応募
が少ない）

○企業側の要因
・就職活動の早期化
・新卒一括採用主義の恒常化
・海外留学が就職に有利とな
っていない

・高校生を対象に国際社会の第一線で活躍する方々
や留学経験者等の出前授業を実施し、今後の青少
年に求められる国際的視野を養い、国際人として
成長するきっかけづくりとする。

Ⅰ 講師
①海外で活動する企業や国際機関等に勤務する方々
②留学経験者や大学等の講師
③一般公募

Ⅱ 講演会 ５０回
・一般の人があまり知らない海外での事業の話、
国際人として必要な能力など高校生にわかり
やすい題材
・学校での開催（単独・合同）、企業での開催
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